
琉球大学学術リポジトリ

《美術科》主題を生成する力を育成する美術の授業 :
協調学習を活用した授業デザインを通して

言語: 

出版者: 琉球大学教育学部附属中学校

公開日: 2015-12-24

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 前田, 紫, 永津, 禎三

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/33007URL



《美術科》

主題を生成する力を育成する美術の授業

ー協調学習を活用した授業デザインを通してー

前田紫* 永津禎三**

*琉球大学教育学部附属中学校 **琉球大学教育学部

I 主題設定の理由

1 はじめに

「義務教育に美術とし、う教科が存在する窓義を、

美術教師自身がどのように捉えているか。jという真

正面からの問を、この夏ある研究会において、協議

題として投げかけた教師があった。それぞれが美術

としづ教科のぞとりょう、日々の授業への思いを素直

に諮り、その中にこのような趣旨の発言があった。

『美術を学ぶという幸福体験をしている美術教師自

身が幸せであり、その幸せな様子を生徒に日々提示

しながら授業を媒体として生徒と触れあうことが、

何より大切である。』冷水を浴びせられたかのような

感触を覚えた。学習指導要領、美術科の目標は以下

の通りである。

表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、美術の創造

活動の喜びを味わい美術を愛好する心情を育てると

とともに、感性を豊かにし、美術の基礎的な能力を

fIIlばし、美術文化についての理解を深め、豊かな情

操を養う。

教育目標にある美術を愛好する心情とは、自分の

したいことを見つけ、そのことに自らの生きる意味

や価値観を持ち、っくりだし続ける意欲である。予

測不可能な未来を、新たな意味や価値を見いだしな

がら、幸せを感じ、生き抜く人材の育成が猶予なし

に求められている。

2 教科が捉える生徒の実態

(1) 美術に対する意識調査から捉える実態

本校の全生徒を対象に実施した意識調査からは、

学年が上がるごとにかなり好き(@)が減り、好き

(0)ゃあまり好きではない(ム)が噌えているという

数値が得られた。ただ、その理由の記述まで追うと、

また迷った視点が見えてくる。 1年生のム仰の理由

は、『捕し、たり塗ったりが苦手~ w手先が不器用』な

ど、単純に表現に伴う技術的な悩みが多いが、 3年

のム10犯の理由は、『自分がイメージしてこうしたい、

と考えることはできても、それがうまくできずに自

分にイライラしてしまう』など、発想構想、を具現化

していく創作活動において、創造的技能に悩みを持

つ生徒が多く、数値が示すより深刻な課題であると

捉える。また、 3年の064%の理由としては『難しい

と感じる時もあるが、夢中になって楽しくなってく

る。自分なりに完成した時の達成感がし、し叫と書き

ながらも。26%とは言えないという、学年ごとの美術

の授業に対する、求めるものの質的違いも浮き彫り

になり、安易に数値だけでは、生徒の実態とはなら

ない。1.・ 2年生においては、まだまだ意識調査の

理由や意見の中に主体的な要素が少ない傾向も見ら

れる。 1'"'"'3年のO、。の理由に共通するものとし

て、『ありのままの自分を~ w自由に表現できる~ w答

えが決まっていなし、』など「自分Jr自由Jや「答え

がなしリなどのキーワードも得られた。

美術に対する意識調査

ロムあまり好きではむい ロO好き 回@かむり好き

64% 

1年 2年 3年

図1 美術に対する意識調査
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(2) 日々の授業記録から捉える実態

前研究より引き続き、授業のみとりとして、座席

に書き込んで、し、く形式の授業記録を行っている。毎

授業ごとの生徒の様子や発言からは、学年が tがる

ごとに対話の質の差が見てとれる。教科における対

話については後に示すが、特に 3年生の自己内対話

は、時間の経過とシンクロする形で質-的な深まりを

見せ始めている。作品の発想、構想段階での試行錯誤

には、この学年になると自問自答する傑子が幾度も

見られる。が、その一方でこの状況を嫌い、または

理解できず、課題の深まりに取り残されていく生徒

の機子も見えてきた。

3 研究の方針

美術科ではこれまでの研究で 教科における言語

活動に着目し、生徒が個々に作品を制作するような

学習形態をとる場合が多い美術の授業において、共

同で行う創作活動や作品についての話し合い活動を

位置付け、生徒がお互いのよさを認め合い、各自が

学んだことを共有化する「学び合う授業j の在り方

について提案してきた。教科が課題としてきた生徒

の主体性や思考の深まりに関しては、言語活動の充

実を図ることにより学び合いの質が高まり、ある一

定の改善を授業記録やポートブオリオ評価からみと

ることができた。が、自らの内なる意味や価値を生

成することがさらに重要であると再認識する機会と

もなった。本研究では、学校全体で取り組む協調学

習を授業デザインに取り入れ、特に表現活動の導入

時に知識型ジグソ一法を組み込み、協調学習が生み

出す対話によって、生徒の実態に挙げた課題の改善

に向けて授業を実施する。あくまで個の学びの過程

を大切に、本テーマを「主題を生成する力を育成す

る美術の授業J、サブ、テーマを「協調学習を活用した

授業デザインを通してj と設定した。

E研究の目的
美術科の目指す生徒像は、「表現・鑑賞の活動を通

して自己との対話を重ね、他者や社会と豊かに関わ

り、課題の解決にむかう生徒Jである。本年度は授

業デザインの工夫に重点を置き、協調学習によって

生み出す、自己・他者・作品との対話から主題の生

成に向けた思考の深まりを呼び起こす過程をできる

限り個のレベルで見とってし、く。題材ごとの評価と

フィードパックを繰り返し、そこから導入時の活動

が、個々の理解そして表現に変化を及ぼす過程を明

らかにすることを目的とする。

E研究内容

1 主題を生成する力

「主題を生成するJとは主題を生み出すことであり、

生徒 I~I らが強く表したいことを心の rrl 'こ思い描くこ

とである。生徒一人一人が自己の感じ取ったことや

考えたことなどを基に、内発的に主題が見いだせる

ようにすることが大切である。主題をどのように生

みHIさせるかは、授業デザインにおいて重要な視点

である。生徒が題材を自分のものとして受けとり、

主題を考えやすくする配慮、が必要である。そのため

には対象から感じ取ったことなどを向分のものとし

て促え直し、表したいものをしっかりと主題化する

過程が大切である。また、生み出した主題をいきい

きと表現してし、く意欲に繋がる創造的技能が不可欠

となる。

2 美術科における「対話」と「深い理解J

(1) 学習指導要領にみる言語活動の充実

Iコミュニケーション、感性・情緒の基般として

という言語の役割に関しては、例えば体験から感じ

U~ったことを言葉や絵、身体などを使って表現する。 J

と例示されている。つまり、美術科での言語活動と

しては、形や色彩、そこから生成されるイメージを

言語として扱いながら、思考したり、表現したり、

コミュニケーションを図ったりする活動がまず挙げ

られる。そのために、美術科における共通事項であ

る、形や色彩、材料、光の感情効果などを生かし言

語としての働きを意識しながら学宵活動を展開して

し、くことが求められている。

(2) 美術科における対話

これまで、教科における言語活動として、「自己内

対話Jr他者との対話Jr作品(もの)との対話Jと

いう 3つの視点で、 意識して授業デザインに効果的

に取り入れてきた。
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① 自己内対話

自己内対話とは内なる自分と向き合う活動であ

る。創作活動の場面で、教室が静まり返る一瞬があ

る。音として対話は聞こえてこないが、明らかに個々

の生徒の内側で自分自身との対話がおこり、対話を

している生徒自身はそのことに集中するあまり、周

聞の静けさに何の違和感も抱かない状況である。主

題の生成において、重要な対話となる。

② 他者との対話

これまで、制作の過程や完成段階などで、学級全

体やグ、ループ'など形態を工夫して、一人一人が自分

の思いや工夫したことなどを共有化する学習の機会

を設けてきた。作品を通して他者と考えを交流させ

互いに学び合う態度を育てることにポイントを置い

た対話である。このことは、一人一人が自分の考え

をもち、それを発表し、他者と交流していく能力・

態度を育てる上で大切な意義を持っている。またこ

れは、自己肯定感と制作への意欲を高めることに密

接に繋がる対話である。

③ 作品(もの)との対話

鑑賞の授業では作品そのものや見えない制作者と

の対話の場面を設定する。表現の活動においても対

象をしっかりと捉えることで成立する対話である。

美術における自己内対話ととても近い対話であり、

振り返りの授業など、自分の活動を見つめなす場面

において有効に働く。

美術科がこれまで取り組んできた 3つの視点から

の対話を中心に授業デザインに取り組む。

(3) 美術科における深い理解

美術科のはぐくみたい力を「他者や社会と豊かに

関わり、自らの美的な価値判断基準を吏新していけ

る力Jと設定した。自らの内に揺るがない価値判断

基準を持つこと、しかも自分で更新していけること

が不可欠である。そのためには、鑑賞・表現の分野

において、はっきりとした成功体験が必要となる。

何となくではない、自分で自分を褒-めたくなるよう

な気づき、創作活動における時間が飛んだか、と思

わせるような集中。これらが、体験を通して自己肯

定感となって生徒に残る。そのために、生徒の実態

で明らかとなった制作に必要な創造的技能の強化が

必須となる。図工・美術の共通指導事項である色・

形・イメージに関する学習はもちろん行われている。

が、深い理解に繋がっているか?という点において

は疑問である。本研究では、美術科の共通事項を基

本に再度、方法ではなくその意義や活用へのプロセ

スを具体的にイメージできる深い理解へと生徒自身

がたどりつけるよう取り組んでいく。

3 協調学習を活用した授業づくり

(1) 美術科における知識構成型ジグソー法の活用

東京大学・大学発教育支援コンソーシアム推進構

(CoREF)によれば、協調学習の基本的な考え方として

①一人ひとりの分かり方は多様。②納得して自分で

表現したことは、「活用できる知識Jになりやすい。

の2点が挙げられている。そしてのちのち「活用で

きる知識Jとしての知識理解の形成のために、授業

の中でこどもが自分で表現したり思考したりする活

動を中心にしてあげる必要がある、と説明は続く。

美術科音楽科の4観点、には、他教科のように知識理

解という観点はない。では知識理解が必要ない、と

いうことではもちろんない。美術においては関心意

欲・発想構想、・創造的技能・鑑賞の4観点に繋がる

ベースとして、どの観点にも知識理解が存在する。

だが知識理解の観点がない、ということは、知識理

解では評価しないということである。例えば、この

知識がしっかり自分のものとして理解できたかどう

かではなく、理解できて意欲は?発想、は?創造的技

能は?鑑賞は?を問うことになる。ここで、今年度

研究のポイントを明確にして、授業実践の取り組み

を始めたい。どのタイミングで知識構成型ジグソ一

法の型を取り入れ、しかも CoREFの挙げた基本的考

え方をしっかり押さえるかである。

(2) 知識構成型ジグソーを活用した授業デザイン

生徒の実態で明らかとなった、創造活動の際に起

こるストレスの一番の要因は、「思うように制作でき

ないJで、あった。「思うようにJとは、自分はしっか

り発想・構想しでも、作品を生み出すことができない。

と感じているようである。下に示す3観点は、下に

示す図のように相互に作用しながら、創造活動を充

実させると美術科では捉えている。
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図2 3観点の相互作用

創造的技能とは、発想、構想、を具現化するための工夫

である。だが、上の図が示すように発想、・構忽あり

きではない。この表現にどんな色・形・イメージで

迫るかという時、自分なりの方法やプランのことを

指す。単に描写力や~~)刊さを必要とする観点では、

もちろんない。この創造的技能に必要な、生徒が分

かっていると思っていて分かつていない知識が発想

構想を動かし、関心意欲も連鎖すると考え、題材の

導入時にジグソー訟を取り入れる。関心・意欲や発

想・構想、の変化で、生徒の変容をみとる。題材にお

ける授業デザインを以下に示す。

-創作プラン伸成
・プラン倒見受験
.創作 嗣

山
、 ー一一

、""'、~~

図3 題材における授業デザイン

4 授業のみとり

(1) 知識構成型ジクoソ一法による授業の変容

①エキスパート活動で重要である教師が準備する

課題の設定が、適当で・あったか、またジグソー活動

へとスムーズ‘に燃がる部品で、あったか、などの視点

から授業をみとるため、生徒の発話分析やインタビ

ューによる分析が必要となる。

②ジグソ一所邸jにおいては、個々の生徒がエキスパ

ート活動で中;Ijち寄ったまだまだ、不確かな知識が、対

話により変化を起こし、確信をもった内容に変化し

てし、く様子を捉えることが重要である。これもグ‘ル

ープや個をある程度限定して、発話や対話の様子を

みとる、 f受業観察に努力したい。

③クロストークにおいては、グ‘ループの考え方を自

信をもって発表できる内務までもっていくことが目

様である。たとえその考え方や答えが、教師の期待

する答えと違っていても、どのように個に影響を及

ぼしたかを、クロストーク後に記入させるワークシ

ートや生徒の様子を記した授業記録から分析する。

(2) 座席表を前川した授業記録

授業ごとの座席去を活川した記録を前研究より開

始しており、今年度も実施している。授業前にあら

かじめ本時の目標等を明記した康席カードに、生徒

の発言や活動の機子、教師の願いや手立てを、授業

終了後すぐに短時間で記録している。日々、めまぐ

るしく過ぎる授業の中でワークシートや作品だけで

はみとりにくい、側々の生徒の姿が浮かび上がって

くる。すぐに次の授業の工夫改善につながる点や、

倒人やグループli:i.佼での変容を捉えていくことがス

ムーズな点で、引き続き本研究においても継続して、

生徒の変容をみる。特に本研究では、個に焦点をあ

て全授業で追い、足自.材ごとの変容をみとってし、く。

LLM_g鐙量』担問

用/ 8('11 Q，，-舗ノ毎 組 f 凶叫〉治

**Bの目偏

7‘，-~........τ 河! (. t.o，:・とU家島}

岬町坦ι一ー→A【y.(1J叫匂.aa.・1 伽傭叫傷心.ac・個個酬柑. I 。_-Gi¥____. A俺:v16> (II) I OIUt帽伽創 価貧骨劃

世慢・の'liIt¥ ~ 骨漢沼町剤"

-，..，._ ._..-...'t~・2ーア.と~..公認 f・ちず山怖がFけ 3
i 可!3-'院甲山 f • AI抑$

't:，('.:.t. 4~. <'iwot・・) ¥ ・~位lJUI
，~.-守、拡晶崎 .， .. ヲれ-.<1> ¥. 'Lo.也 r、‘ ιa・..)~~・8， _-~・、 r~".1'tA・a

神~ T'J!tJ.ラ ー・色 村~.~主~
.".aリ.例-刷.~t:.

-か禽t.(ji).... ~.".、"，... l

日lマの慢業から、

個人・グループの学習活動をみとる。

図4 座席を活用した授業記録

-90-



(3) ポートフォリオ

1:徒が学習活動の'f'で目的や目標に照らして、学

宵の過程と結果について振り返ることはとても大切

である。長期的・継続的に収集した学習の成果とし

ての作品や学習の過艇を示すワークシート、 J惑怨な

どをポートフォリオに収め、その収集物について教

師や生徒自身が評価してし、く。長期的な変化を評価

する場合に適した評価方法で、あると言われている。

週一回の授業とし、う|浪られた時間の中で、長期的視

点で捉えた生徒の変化を生徒と共にみとる。

W 授業実践
1 題材について

題材名 3学年: r社会の不安や矛盾をもとにj

① 主題

どうすれば、作品の主題を強調できる?

② 目標

-個々の主題(テーマ)の違いによって、どの表

現方法も効果的になりうることを理解できる0

・自分の制作を意識し、積極的に対話を楽しむこ

とで、作品の主題を深めることができる。

2 本実践の趣旨

ピカソのゲルニカを 3年生になって鑑賞させた。

生徒は強く訴えたい思いを、描くとしづ行為に乗せ

て表現できるということを学んだ。彼らを取り巻く

社会には、不安や矛盾が多く存在する。何を矛盾と

感じ、どのような表現方法で誰に対して叫ぶのか。

この題材の出発点には、『生徒の拙きたし、!けど描

けなし、』どうしたら良し、かわからないという美術科

における課題がある。画家たちの表現における工夫

を理論的に読み解き、どのような表現方法をもって

自分のテーマ(主題)に取り組むか、について考え

させる。授業を実施した 3年生は、 1'""'3年までの継

続的な授業が比較的できている学年である。明るく、

くったくのない学年カラーのまま成長してきた生徒

たち。基本的に美術を楽しもうとしづ姿勢はしっか

りできていると思われる。 3年生になり急に身長が

{IIIび始めた男子と少しだけ無口になってきた女子に

象徴されるように、徐々に自分の内面と向き合い、

今まで気にもとめなかった社会の出来事や大人の発

言に「矛盾Jという言葉をよく使うようになってき

た。彼らが美術の授業及び生活の中で学んできた既

有の知識を駆使しながら、対話による深い学びにつ

ながるよう授業デザインに取り組んだ。

3実践内容

(1)授業計画

全 8時間の授業計画の第 2、第 3時で、協調学習

による学習活動を組み込む。第 1時で、自分のテー

マを想定させ、次に具体的な制作へ踏み出すための

画面構成に関するアプローチについて、まずエキス

ノ《ート活動で学び、ジグソー活動で計3パターンに

触れる。作家の思いはどんな工夫で見る側に伝わる

のか?に引き込み、次週のクロストークによって、

他グループの対話から、自分自身の制作テーマにつ

いて、より深く考え制作に取り組むための具体的な

方法の選択へと展開してして。

時 内容

11社会の

矛盾や不安?

21作品の主題を

強調するには?

(協調学習

私の制作プラン

31制作1

学習活!fOJ

・事前のアンケー卜から、生徒が日頃

感じている不安や矛盾を、いくつか

のジャンルに分け、カメラのフィル

ターを通した画像から、自分のテー

マについて確認する。

-個々のテーマを強制するための、表

現方法について学ぶ。

対話により自己のテーマを深める。

本時:エキスパート

→ ジグソー

→ クロストーク

-個々の作品テーマをどう表現する

か?

2

3

4

5

 

作

作

作

作

制

制

制

制

4

5

6

7

 

グループメンノ〈ーにプラン説明

他者のプランを自分の制作に役立て

る。(具体的に先生に材料発注する)

・制作2"'5で、平面表現をする。

(描画、コラージュ、構成園、版画・・-

など具体的な制作や、材料については

個々が選択する。)

・お互いの作品の良さや制作の工夫に

ついて、相互鑑賞を行う。

(制作者の思いや意図に気づき、テー

マがより伝わる作品について考え

る。)

81作品講評会
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(2) 学習グループ

3人 1グループの学習活動で、ある。授業を美術室

で行うことを利点と捉え、複数の教科が毎時使用す

る普通教室では難しいであろう 3人 lセットの机を

セッティングし、この題材の問、 l画定化した。エキ

スパートからジグソーへの動きも机の表示を変える

だけでスムーズに行い、時間のロスを避けることが

できた。また、グ‘ループについては出席番号順に規

則性を尊重して決め、グループ内の学力差について

は、配慮せずに授業を行ってみた。

(3) エキスパート活動

エキスパート活動では、対比する 2点の作品につ

いて対話する。あえて、文字による情報提供をでき

る限り避け、作家の画面構成に対する工夫に対話が

及ぶよう、作品の選択に配慮した。作品鑑賞を通し

て「どちらが、より効果的に主題を強調できるか?

を探る。

(4) ジグソー活動

各エキスパートは l人、 3人が 1グループとなり

ジグソー開始。 A.B・Cの各グループで‘のエキス

ノ《ート活動で学んだ画面構成の工夫を、その表現に

対する意見を統合させながら、どの表現が効果的に

主題を伝えうるのか?について思考を深めてし、く。

(5) クロストーク

クロストークにおいては、前時の学習ですでに決

めている自分の制作予定のテーマについて、具体的

に構想を深めるため、 「私のテーマ(主題)を強調

するには・・・ j と、課題提示をより個に関わるこ

とに置き換えた。他グループの学びから、個々のテ

ーマにInJき合い、具体的に制作を楽しめるよう導く。

【課題提示】|どうすれば、作品の蝿を強調できる~
【エキスパート活動】※作品鑑賞を通して、探る・・・ 「どちらが、効果的か?J

エキスパートA 近づく・遠のく エキスパートB 唯一・反復(繰り返し) エキスパートC 見せる・見せない

ri立〈女J
『キャンベルスープ缶j

リキテンスタイン
ウォーホル

サモトラケのニケ

「背の高いフィギアj 作者-不詳

「富織三十六景J
.._・・・・ーーー ジャコメッ子イ

葛飾北斎 「群鶏図J伊藤若;中

クローズアップによるインパクトのある表 ただ一つのモチーフを取り上げた表 画面に全てを写し出す見せる精密

現と、遠景から捉える傭敵するよう 現と、無数のモチーフを繰り返すよう 表現と、ない何かを思わせる、見せ

な表現の作品 な表現 ない省く表現

{ジグ、ソー活動】※各エキスパートは l人、 3人が lグループとなりジグソー1m始!

A.B・Cの各グ、ループで、のエキスパート活動で、学んだ作品表現、その表現に対する意見を統合させなが

ら、どちらの作品がまた、どの表現が効果的に主題を伝えうるのか?について思考を深めてして。

【クロストーク活動】

それぞ、れのグ、ループの考え方、課題が求める「表現j についてまとめた内容を発表。個々の違いに気づき、 r~1

分なりの解を求めさせたい。違いに気づくだけに留まらず、美術の表現活動(制作)にも、理論的にいろいろ

な手法があることを理解する。→ 自分の制作を深めるための手段とする。

n
L
 

nv 



3 授業実践の考察

(1) 授業デザインの問題点

① 学習グループの編成

学力差が気になってはいたがあえて、できるだけ

出席番号順に配置されていることを生徒が認識でき

るようなク守ループ編成とした。生徒に教師側の配慮、

が伝わることが懸念されたことと、鑑賞の力が比較

的低い生徒でグループが構成された場合の変化等に

も注目していたためである。結果、活発に話が進ん

でいるように見えるク守ループ、しんと静まり返って、

お互い顔を見合わせ、ぽつりぽつりと話すことを繰

り返すグ、ループなど様々な様子が見られた。いつも

と同じ誰か?がリードしてしまっては、本授業の根

本が招らぐことから考えると、この状態をしっかり

みとっていくことが大切か、と思われる。下に示す

のが、協調学習時の美術室、机配置である。

、. 

図5 協調学習時の机配置図

② 協調学習のタイミング

本授業では、協調学習を全8時間構成の題材中、

第2時にエキスパート・ジグ、ソー活動、第 3n寺にク

ロストーク活動として組み込んだが、美術は週に-

H寺聞の教科であるため、エキスパート、ジグソーと

深まってきた対話を一週間という時間的な聞を置く

ことで、生徒の思考が途切れたように感じた。グ、ル

ープごとに何を課題として話をしていたのか?を振

り返ることがうまくできたグループとそうでないグ

ノレープに分かれた。今後限られた時間での授業展開

で協調学習の利点を美術に最大限に活かすには、ど

のような題材全体のデザインにしていくのか、が宣言

要な課題となる。

③ ワークシートの活用

できるだけ教師指導型を授業デザインから排除す

るために、エキスパート活動でABCの各グ‘ループ

に提示した作品資料の他は、声かけよりワークシー

トで授業を引っ張ることを試みた。が、ワークシー

トの発問しだいで、かなり検討して準備したエキス

ノミート資料の意味・すらも、かなり変化するという場

而が起こった。生徒の多様な反応を想定した準備が

必要であると感じる。また、ジグソー活動で対話が

活発に行われたグループほど、ワークシートへの記

述が少なく、授業後のみとりとして使用できないこ

とも多々あった。これは、「書くよりも話そう。Jと

授業を導いたためであるが、思考すること、言葉に

して対話すること、思いを文字にして残すことの兼

ね合いの難しさも露呈する形となった。

(2) 対百活からのみとり

① 対話の視点

教師が対話してほしいポイントとずれた状態で進

んで、し、くグループや、画面構成上の知識として提示

したつもりの作品から作者の思いや意図に深く迫ろ

うとするグ、ループがあった。教材研究の時点での準

備の甘さや、怨定外の生徒の反応に対応していく必

要性を感じた。結局のところ、今回は教師側がその

ようなグ‘ループには机問巡視中に声かけをしてまわ

るなどで対処したが、せっかくの生徒問の対話に割

り込むことが、良かったのかどうか判断に悩むとこ

ろである。もう少し放置して、観察すべきだ、ったか、

という見方もできる。

② 発話記録

今回初めて、発話を録音し、その聞き取りから学

習の過程を評制liすることを試みた。当初、教師の目

に映る授業風景と生徒におこっている対話による変

化がこれほど違うとは、予怨しておらず、これには

大きな驚きがあった。作品の色や形にはまだまだ反

映できない、ましてやワークシートでも拾えない、

生徒の理解や思考の過程やその深さがいくつかのグ

ノレープで、みとることができた。以下に対話から見た

生徒の変化等を示す。
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[エキスノ《ート活動の対話】

K:キャンベル意味わからん (笑)

K:キヤンベル意味わから'¥ . . . 反復・-

S : r.1、痛くなるよね

S: へー!笑キャンベル?

反彼(繰り返し)を使うときの使し

考えたほうがよくない?

R:ゴミとかだと大駄に・.

一同:ああ・・・うん

K:それだけで伝わるかもしれなし

S:つぶれた加加がし、っぱいみたいな?

Iミ:たとえば?

13:だ、ってさ、中学校のいじめって大体みんな

違うから、とかだから・・

R:ひとつ、一個だけ

K:ああ~

S:超述まわしだけど

R:なるほど

日:他になんかあったかな?

lミ:1fl1のし寸立くがし、っぱし、

S • C :タタタタタタタタ

R:わーってならない?

S:それはある

笑

R:ものによるよね。.も、 Bが言ったみたし

すぐ伝わるのは(キャンベル)だよね?

K:分かりやすし

iミ:キャンベルがすくー伝わる・.. 

S:でも唯一とか制作するの大変じゃない

だ‘って、これ一つに想いを込める!必て

とてもi疑った作品で、きそうだよ。

R: それで‘あれ?ってJ.t~ じの作品になっ

ショックだよね!

-同:笑

S:伝わんね~な!みたいな笑

R:何だこれは!みたいな笑

S:作りやすいのは反復かもね!で

K:どっちのテーマもいける。

明るいものでも暗いものでも。

※エキスパート Bグループのただ一つのモチーフを

取り上げた表現(唯一)と無数のモチーフを取り上

げた表現(反復)の2作品について鑑賞を始める。

キャンベルスープの作品(繰り返しの効果)について

K)立民主役な己主1，，¥を2回言う・・思考が浅い

iミ)作品に対し肯定的・-思考中

S) 同じ物を反復させる表現と授業テーマ

を関連付けて考えている発言がみられる

「大民のご、みJrいじめ問題J・・提示課題を意識

作1111の表面を見るとき、意味わからん!という象徴

的な三葉が飛び出す。こう一度思ってしまうと、従

米の鑑賞ではなかなか深まってし、かないことが多い。

Kの意見の変化!作品について、グループで話すこと
により「意味わからん」と言っていたKの意見が
「キャンベル(反復)分かりやすしリに変化

図6 エキスパート活動B r唯一・反復J活動のようす

K、R、Sともにしっかり作品を比較し始めている。
「以復Jはすぐ(テーマ)がわかる。唯一に比べ制

作しやすし、かも? r唯一Jは考えさせられる。
を凝って作り上げるから 大変そう・・と

図7 エキスパート活動Bの活動終盤のようす

この後、各自のテーマに関連付け、「反復Jfr唯一jの
どちらの表現方法が使えそうかを話していた。瞬で
伝わるのが f反復j、考えさせられるものが「唯一J
だと、 3名は今までの話をまとめている
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【ジグソー活動の対話】

S: 私たちB班は rllH~ーと反復J をやりました。
「日佐一Jの作品は、一つだけポツンっていうも

ので「反復Jの作品は、見ての通り同じ物の繰
り返しです。それで、これを有効に使うため巳
は、という話になって、まず「唯一j の場合は
作品をはっきりさせるために、背景をちゃんと
した色にして、淡い色ではない濃い色にして、
ポツン、つてのを強調したもののほうが良いと
いう話になりました。「反復Jは背景とか関係な
いけど、はっきりした色を使うほうが伝わりや
すし、かな?

M: Sはどっちがいいと思った?
S : {可が?どっちでも{吏える!

Sのテーマが「干不日Jだから枠が大きすぎて。
T:バックの色を黒く? 附く?
S:ん一、いや、濃くはっきり!

えーと、唯一は後ろがはっきりだけど、唯一
目立てばいいんでしょ?
反復はこの反復をはっきり!みたいな。
で、反復は一瞬で見てわかるさあーって。
唯一は二度見するさ、え?ええ?って。
だから、反復はすぐわかるけど、唯一は考える。
考えさせられる。だから、遠回しに言うことを
1Iffi-かな?と Sたちは考えるわけさ。

Y'.ART 

祉会の不安や矛盾をもとに・・・ 1

3~ ( )組 【 }也包鈎{

合fbの創作予定のテーマ

チ巴むの人キ注

合エキスパート活勧 1 ・・_.~l 制作自白・刊R~ttOOo;"-.Q~t: ~T. I 

lclJmd l 
|併J ←おい:~1: a.~昨鴻・..;\ ~--... 

グループ ー.I~:，・山宮市.~"t 隠J..!g1島 Z宮内u.
…、， 1t.w..1守亭't"U，:t:知肘州主省lIlf'，'吋

伊智帥』

.. '倒守電秒Zう‘ fl4!'~":l:l."'"・J・-晶、ゆ蜘=1

盆鉱句
均、 J co円弓，_タ Eν~-ト 1 

*なジグソ一活置也B 司仇，“..'正♂‘ T r' ...-， _::..:_..ヘ¥ 
ヨ向U&J):~I I ( ta. )111fT"凶 ‘ ! 

Aの学[J . B の~t1・，j.l ・ cの学び干1:・・・ ¥ .• -./ 

銅山、 y@@ed4J1w n)人大 J--) e唱d比 例主吋~ 0 l.l -_， ，_入--_/
ぷ<，."J- 作田のテーマをより強閲するTëðt)s.:~?

私の事え:

棋とがu キ o~- 寸 iiヂぐ今之のニ~，ニじになる/
心 l>~主主同 L'1J:'"

円ピ¥王立つ"<反復tτ久干おもふ、。

合クロストーク港島

私の創作プラン

1f"1-JJゃう，~吋;".，1.終t -tl ~t...、 I~'加ぜ.

JJν匹、主仰の昆』問料(白)

図8 協調学習 ワークシート

-95 -

※生徒Sがジグソー活動に参加、自分のエキスパー

ト資料について語り始めた部分の発話記録である。

エキスパートでの対話から、発展した形で具体性

をもって、説明している。

話し方も力強く早口である。背景の色や配色に注

目し、制作を意識できている。

違う作品で、エキスパート活動をしてきたMとT。

Sの説明を聞き、作品岡i百を直視しながら、具体

的に質問している。 Sの話を肯定的に捉え声かけ

していることに注目したい。

図9

ジグソー活動のようす
「キーワードと作品」に
ついての各グループの
捉え方を伝える

言葉から、伝えたい意欲が感じられる。このSの説

明はその後につづく MやTの話にも強く影響して

し、く・・ ・ Mは、なんと Sの2倍以上熱く語ってい

たn

その後、 MがエキスパートAの作品について

Tがエキスパート Cの作品について語り、それぞれ

が個々の制作へ進むところで、 H寺間切れとなった。

左は、本授業のワークシートである。

ジグソー活動を終える頃は、各グループの学びをと

にかく組み合わせようとする傾向が見られたが、自

分のテーマを思う時、徐々に一旦学習した知識に捕

らわれず、新しい答えを見出そうと考える生徒も現

れ始めた。

百円

H
V

図 10 ジグソー活動のようす

「私のテーマに合う表現は?J

第一時の授業で決めた「私のテーマj が、ここでや

っと制作とつながり始めた。生徒によっては構想や

制作方法、素材まで具体的に決めるタイプと、協調

学習で学んだ表現の工夫をぐるぐると自分の中で消

化できず、悩みながらも制作を始めようとする生徒

に大きく分かれたように思う。どちらも興味深い学

びである。



V 成果と課題

主題を生成する力を育成する美術の授業をテーマ

に、対話を柱に協調学習による授業デザインに取り

組んだ。初年度の実践から以下のよう成果と課題が

得られた。

1 成果

・発話記録を分析することで、生徒の学習の過程を

評価し、授業改善につなげることができると実感

できた。

-教師が授業q:rに見てきた授業の景色が、一変した。

視覚的に見える生徒の理解と生徒の内面でおこる

深い理解の違いについて、今後の課題を明確にで

きた。

-授業巾の学びを生徒に委ねるために、必要となる

教師の教材研究について認識できた。

2 課題

・教師の予期せぬところへ対話が進む場合について

は、やはり教材研究の段階でもっと試行錯誤が必

要で‘あった。エキスパート資料については美術科

らしいアプローチを工夫したいが、その選択には

難易度の問題もあり、かなり努力を要する

-今年度の取り組みで明らかとなった課題提示、発

問の難しさ。授業デザインを工夫して取り組んだ

としても、課題のありようによってジグソー活動

の展開に大きく影響する。

・成果と村JJ.iする視点であるが、限られた時数の中

で取り組む協調学習について、授業記録や発話分

析などを整理して取り組む必要性を感じる。

3 次年度に向けて

・3学年で実絡した協調学習を、他学年の美術の題

材でも実施してみたい。複数回の実施によって、

見えてくるものがあるように感じる。

・今年度は、発話記録の分析の必要性に気づくのが

遅く、|根られたグループのみ記録をとった。次年

度は計画的に、ポイントを押さえて記録をとり分

析してみたい。学力的に下位の活動グループであ

ると教師が認識している生徒の対話が、本当に

課題を抱えているのか。協調学習の時点で評価し

た場合に浬解度の高い生徒が、 ailJ作にその学力を

反映していくのか、などについてみとり授業改

善につなげていきたい。

-美術科における協調学習の実践例はまだまだ少

なく、美術史や鑑賞分野に関するものに偏る傾向

が全国的に見られる。制作に関わる表現分野、内

面に迫る鑑賞分野など、領域に捕らわれることな

く授業デザインに取り組んでし、く方針である。

おわりに

公開授業も迫った 10月の末、協調学習による授業

で、発話記録を取った。一人教科の美術としては、欲

張ってみても、全発話を記録分析することなど、到

底難しく、「研究2年目の次年度は、少しがんばって

みよう。Jが本音で、あった。あるクラス 10グループ

のうち 3グループにレコーダーを位き、生徒も教師

も機械が動いていることすら忘れていた。後日、ぼ

んやりレコーダーを手にとり、発話を聞き始めた。

ものの数分で、手・が震えた。発話記録をとった授業

は教師側からすると、あまりうまくし、かず、協調学

習の型自体にも、少し疑問を持ち始めている頃であ

った。授業をしっかり把握し、学智の過程もできる

限り評価してきたつもりで、あったが、教師の予想、を

溢かに超えて、生徒は対話をしていた。笑いながら、

沈黙しながら、調チにのって、すらすらでなくて

も、個々の生徒の発話からその場でその生徒の

埋解度が読み取れた。ワークシートや作品でみとろ

うと必死になってきたものが、そこに見えた瞬間で

あった。
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